
広報　常陸大宮　　　　平成２４年１２月号６

第46回  衆議院議員総選挙  投開票結果回  衆議院議員総選挙  投開票結果第46回    衆議院議員総選挙  投開票結果衆議院議員総選挙  投開票結果第46回    衆議院議員総選挙  投開票結果
　衆議院の解散に伴う第４６回衆議院議員総選挙が１２月１６日に行われました。
　投票は午前７時から午後６時まで市内７４カ所の投票所で行われ、午後８時から西部総合公園体育館で即日開票
されました。
　常陸大宮市における投開票結果は次のとおりです。

�投票結果（小選挙区選出議員選挙・比例代表選出議員選挙　共通）
　茨城県第１区（御前山地域）

合　計女男

　３，４８７人１，７８４人１，７０３人当日の有権者数

　２，２５７人１，１２９人１，１２８人投 票 者 数

　６４．７３％６３．２８％６６．２４％投 票 率

合　計女男

　３４，７９４人　１７，７３９人１７，０５５人当日の有権者数

２２，０３０人　１０，９２２人１１，１０８人投 票 者 数

６３．３２％６１．５７％６５．１３％投 票 率

　茨城県第４区（大宮地域、山方地域、美和地域、緒川地域）

得票数新前元所属党派年齢性別氏　　名

６，７７２票前民主党５３男たかの　守

１３，２６１票前自由民主党５７男梶山　ひろし

１，４２１票新日本共産党６２男うの　周治

　茨城県第４区（大宮地域、山方地域、美和地域、緒川地域） （届出順）

○有効投票数　２１，４５４票
○無効投票数　　　５７６票

得票数新前元所属党派年齢性別氏　　名

１１８票新日本未来の党４８女むとう　ゆう子

２１１票新日本維新の会３８女えびさわ　ゆき

１，０７３票新自由民主党５８男田所　よしのり

６８２票前民主党４２男福島　のぶゆき

１０６票新日本共産党６１男田谷　たけお

○有効投票数　２，１９０票
○無効投票数　　　６７票

小選挙区選出議員選挙

�開票結果
　茨城県第１区（御前山地域） （届出順）



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１２月号７

　
　

月　

・　

日
、
下
町
の
甲
神
社
と
国

１０

２０

２１

長
の
阿
弥
陀
院
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３

カ
所
で
文
化
財
曝
涼
（
虫
干
し
）
を
兼
ね

た
宝
物
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
常
陸
太
田
市
で
行
わ
れ
て
い
る
文

化
財
曝
涼
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
普
段
は
観
る
こ
と
の
で
き
な
い
寺
社

の
文
化
財
を
古
来
の
保
存
処
置
で
あ
る
虫

干
し
を
兼
ね
て
公
開
し
、
市
民
の
方
々
に

文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
目
的

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
初
め
て
阿
弥
陀
院
が
参
加
し
、

本
尊
の
阿
弥
陀
三
尊
像
（
県
指
定
）
や
戦

国
時
代
の
銅
製 
華  
鬘 
２
面
、
十
王
図
な
ど

け 
ま
ん

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
文
化
財
集
中
曝
涼
を
実
施

ば
く
り
ょ
う

　

今
回
は
各
会
場
で
茨
城
大
学
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
展
示
解
説
も
行
わ

れ
、
来
場
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

曝
涼
終
了
後
に
は
、
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員
の
井
坂
残
米
氏
に
よ
り
甲
神
社
宝

物
の
う
ち
刀
剣
４
振
の
手
入
れ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
甲
神
社
は

２
２
０
人
、
阿
弥
陀
院
は　

人
の
来
場
者

７０

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

縫
製
部
門
で
金
賞
に

　
　

月　

日
〜　

日
、
第　

回
全
国
障
害

１０

２０

２２

３３

者
技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

が
長
野
市
で
開
催
さ
れ
、
全　

種
目
の
技

２３

能
競
技
に
、　

都
道
府
県
か
ら
３
０
０
人

４７

を
超
え
る
選
手
が
集
い
、
日
頃
培
っ
た
技

能
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
田
子
内
在
住
の
岡
田
翔
さ

ん
が
縫
製
部
門
に
出
場
し
、
見
事
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
仕
事
の
傍
ら
毎
日
練
習
を

重
ね
、今
大
会
に
備
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

���������	
���������������������	
���

幸福実現党社会民主党みんなの党公明党日本維新の会政党等の名称

６票２３票１９３票２８２票３０７票得 票 数

日本未来の党日本共産党民主党自由民主党政党等の名称

９７票１０２票３８０票８０３票得 票 数

比例代表選出議員選挙

�開票結果
　茨城県第１区（御前山地域） （届出順）

○有効投票数　２，１９３票　　　○無効投票数　６４票

幸福実現党社会民主党みんなの党公明党日本維新の会政党等の名称

８８票３２１票１，７２８票２，７７５票３，０３５票得 票 数

日本未来の党日本共産党民主党自由民主党政党等の名称

７４３票９９１票４，３１４票７，３６３票得 票 数

　茨城県第４区（大宮地域、山方地域、美和地域、緒川地域） （届出順）

○有効投票数　２１，３５８票　　○無効投票数　　６７２票



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１２月号８

　
　

月　

日
、
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー

１０

２１

ン
作
戦
が
、
国
道
・
県
道
・
市
道
で
各
地

区
の
環
境
保
全
推
進
委
員
長
を
中
心
に
地

域
住
民
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
約
１
万
人
で
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、地
域
全
体
で「
ま

ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

参
加
者
は
、空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

回
収
し
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
３
４
４

０　

、
不
燃
ご
み
２
４
８
０　

、
そ
の
他

kg

kg

粗
大
ご
み
で
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
市
内
の
小
学
生
及
び
保
護

１０

２０

者　

人
が
参
加
し
、
２
回
目
の
ふ
る
さ
と

７０
探
険
隊
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
農

業
集
落
排
水
施
設
の
見
学
や
、
前
回
に
播

種
し
た
そ
ば
刈
り
と
大
根
の
収
穫
、
そ
し

て
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
で
は
、
富
岡
地
区

と
塩
原
地
区
の
２
カ
所
を
見
学
し
、
農
村

部
に
お
け
る
生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
生
活
雑
排
水
か
ら
水
路
や
河

川
に
放
流
す
る
水
の
浄
化
過
程
を
見
学

し
、
水
の
浄
化
状
況
を
見
た
子
ど
も
た
ち

は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

畑
で
は
、
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
立

派
に
実
っ
た
そ
ば
の
刈
り
取
り
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
脱
穀
・
乾
燥
の
工
程
を

経
て
、
次
回
行
う
そ
ば
打
ち
用
の
そ
ば
粉

に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
に
、
大
根
と
サ
ツ

マ
イ
モ
の
収
穫
を
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
探
検
隊
開
催

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
主
催
の

「
秋
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」

が
、
県
内
の
企
業
、
団
体
、
官
公
庁
等
へ

の
通
勤
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
県
内
一
斉
取
り
組
み
日
の

　

月　

日
に
実
施
。
日
頃
、
車
で
通
勤
し

１０

２６

て
い
る
職
員
の
う
ち　

人
が
、
徒
歩
や
自

９３

転
車
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
転
換
す

る
な
ど
し
て
出
勤
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三

次
市
長
も
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
を
利
用
し
常
陸
大

宮
駅
で
下
車
。
駅
か
ら
は
徒
歩
で
市
役
所

に
登
庁
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
公
共
交

通
機
関
の
維
持
確
保
や
地
球
温
暖
化
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

秋
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

▲緒川地域のクリーン作戦の様子



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１２月号９

　
　

月
か
ら
、
市
役
所
１
階
の
エ
ン
ト
ラ

１０
ン
ス
ホ
ー
ル
に
生
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
店
舗
・
生
産

施
設
・
工
場
等
を
有
す
る
事
業
主
の
方
が

生
産
す
る
物
品（
特
産
品
や
工
業
製
品
等
）

を
広
く
市
内
外
に
周
知
し
、
産
業
振
興
の

発
展
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
展
示
を
希
望
さ
れ
る
事
業
主
の

方
は
、
本
庁
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
生
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

�
問
い
合
わ
せ�

　

商
工
観
光
課
企
業
誘
致
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
�
　

―
１
１
１
１　

５２

 

内
線
２
７
２
・
２
７
３

男
の
料
理
教
室
開
催

　
　

月　

日
、
男
性
に
も
料
理
の
楽
し
さ

１０

２７

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
市
男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
が
中
心
と
な
り
、「
男
の
料
理

教
室
」
が
大
宮
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

委
員
を
務
め
、
市
内
で
パ
ン
教
室
を
開
い

て
い
る
石
澤
令
子
氏
、
同
委
員
で
米
粉
食

品
指
導
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
鈴
木
昌

子
氏
が
務
め
、
他
の
委
員
さ
ん
も
参
加
者

の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
ピ
ザ
と
米
粉
パ
ン
を
作
っ
た
ほ

か
、
屋
外
で
は
ド
ラ
ム
缶
を
使
用
し
て
ピ

ザ
焼
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
作
る
の
は
初

め
て
と
い
う
方
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ピ
ザ

や
パ
ン
を
完
成
さ
せ
参
加
者
全
員
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
丁
寧
な
説
明
で
わ
か
り
や
す
く
、楽
し
く

て
大
変
よ
か
っ
た
」、「
以
前
か
ら
作
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
は
よ

い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
参
加
し
て
腕

を
磨
い
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
次
回
も
積
極
的
な
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

第
24
回
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催

　
　

月
３
日
、
西
部
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン

１１
ド
で
第　

回
ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ

２４

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
聖
火
台
に
灯
が

と
も
さ
れ
た
後
、
た
く
さ
ん
の
風
船
が
解

き
放
た
れ
、
会
場
内
に
は
約
１
０
０
の
模

擬
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

に
分
か
れ
て
郷
土
芸
能
や
大
道
芸
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲園児たちによる息ぴったりのマーチングバンド



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１２月号１０

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
マ
ス
タ
ー
教
室
が
９

月
か
ら　

月
に
か
け
て
市
内
ゴ
ル
フ
場
の

１１

特
設
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Starting
N
ew
AtG
olf

　

ス
ナ
ッ
グ
と
は          
  
     
   

（
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
た
め
に
）の
頭
文
字
か

ら
作
ら
れ
た
造
語
で
す
。
道
具
は
、
軽
く

て
持
ち
運
び
に
便
利
な
も
の
を
使
用
し
、

コ
ー
ス
は
、
運
動
場
や
広
場
に
簡
単
に
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
楽
し
く
気
軽
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

参
加
者
は
昨
年
度
を
上
回
る　

人
に
上

５８

り
、
最
終
日
の　

月
４
日
に
は
記
録
会
が

１１

行
わ
れ
、
好
天
の
な
か
プ
レ
イ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
、
小
学
生
対
象

の
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
教
室
開
催

　
　

月　

日
、市
文
化
協
会
主
催
の「
ス
ー

１１

１０

ホ
の
白
い
馬
」
読
み
聞
か
せ
と
馬
頭
琴
四

重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
が
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人
の
方
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
で
奥

行
き
の
あ
る
馬

頭
琴
の
音
色
が

会
場
を
包
み
、

来
場
し
た
皆
さ

ん
は
ま
る
で
草

原
の
中
に
い
る

よ
う
な
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
と

　

馬
頭
琴
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト

▲スナッグゴルフでは「打ちます！」と元気に声を
出してからプレイします

モンゴルから馬頭琴演奏者の
皆さんが教育委員会を訪問

▲

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

　
　

月　

日
、茨
城
県
歯
科
医
師
会
館
で
、

１１

１１

第　

回
茨
城
県
民
歯
科
保
健
大
会
が
開
か

２１
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
※

８
０
２
０
高

齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
は
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

敬
称
略

優　

秀　
　

植
田　

ト
ヨ
子

 

（　

歳
・
上
小
瀬
在
住
）

８１

特
別
賞　
　

海
野　
�

 

（　

歳
・
下
村
田
在
住
）

８０

※
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
ー
・
マ
ル
と
読
み
、

「　

歳
に
な
っ
て
も　

本
以
上
自
分
の

８０

２０

歯
を
保
と
う
」
と
い
う
意
味

ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り
開
催

　
　

月　

日
、

１１

１１

ご
ぜ
ん
や
ま
ま

つ
り
２
０
１
２

が
御
前
山
総
合

支
所
敷
地
内
で

行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

屋
外
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

畠
山
み
ど
り
歌

謡
シ
ョ
ー
の
ほ

森
の
オ
ー
ナ
ー
決
定

　
　

月　

日
、
お
が
わ
ふ
れ
あ
い
の
森
で

１１

１１

百
人
の
森
オ
ー
ナ
ー
の
協
定
書
締
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
有
林
の
有

効
活
用
と
、
都
市
と
山
村
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
オ
ー
ナ
ー

に
な
る
と
、
一
定
期
間
森
林
を
自
由
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
・
企
業
の
方
々
を
対
象
に
９
区
画

（
１
区
画
約
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、年

間
１
万
５
千
円
）の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、

全
区
画
の
オ
ー
ナ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

か
、
御
前
山
地
域
内
の
日
舞 
志  
世  
寿 
会
や

し 

よ 
じ
ゅ

御
前
山
ソ
ー
Ｒ
Ａ
Ｎ
の
芸
能
発
表
等
が
行

わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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　茨城大学との地域連携協定に基づ
き、常陸大宮市が茨城大学学園祭に
参加しました。当日はたくさんの学

生が協力して市内産の野菜やアユの販売等を行い、常
陸大宮市ブースを盛り上げました。
　更に、同じブース内で日頃の連携活動の成果をパネ
ルにして学生が発表しました。今年度は、「和紙プロ
ジェクト」を通じて、様々な場面でよく使用するよう
になった西ノ内和紙を台紙にして、活動の成果や学生
が考えた市のキャッチフレーズを載せたパネルを制作
するとともに、実際に市内で販売されている和紙の小
物の販売もしました。また、１０月に塩田地区で開催し
た「花カフェ」の雰囲気を学園祭にも持ち込もうと、
展示全体をカフェのようなレイアウトにしました。
　学園祭の常陸大宮市ブースは、年々充実したものに
なっていて、学園祭での発表を通じて応援してくださ
る人が増えることで、より活動にやりがいを生み出し、
連携活動を言葉だけでなく、スタイルや色で表現でき
るようになってきたと実感しています。
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順不同・敬称略
〈奨学基金へ〉

（有）瑞穂農場　
代表取締役　下山一郎

500,000円

トヨタカローラ新茨城（株）
代表取締役社長　佐藤　衛

乗用車１台

〈常陸大宮市消防本部へ〉
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